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本セミナーのねらいとターゲット層

ねらい

ターゲット層（例）

P2Mのツールの一つであるロジックモデルについてもう少し
詳しく勉強してみようと思うきっかけをつくること。

①卒業論文や研究室ゼミの研究プロジェクトに参加を始めた学部・修士学生
②研究室の大型研究プロジェクトに参加する博士学生・ポスドク
③研究室や研究ユニットの若手P.I.やチーム・リーダー
④事業企画部やプロジェクトマネジメント部門へ配属された若手社員
⑤大学の研究支援人材・リサーチアドミニストレーター等
⑥資金配分機関のプログラム運営・管理のオフィサーやスタッフ
⑦政府機関（省庁）の若手政策立案者・行政官
⑧国際機関でプロジェクトマネジャー・コーディネーターを目指している方

など
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研究室でよくある光景を「国の研究開発評価」で俯瞰的に見る

教員 学生・研究員など

研究室

研究データは出たか？
論文は書けたか？
学会発表は？
・・・・

○○条件のデータ
は揃いました！
論文は難航しています。
・・・

研究指導

政府機関（省庁）

政策・施策立案

政策目的・政策目標

研究開発プログラム評価

研究資金配分機関
（ファンディングエージェンシー）

プロジェクト資金

成果報告

研究開発プログラム
企画・運営

プロジェクト評価

一般国民

信用・信任

行政サービス等

高度人材

新たな知

子女・授業料

参考︓国の研究開発評価に関する⼤綱的指針（改定案）総合科学技術・イノベーション会議

国の研究開発評価
P2M
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研究室でよくある光景を「国の研究開発評価」で俯瞰的に見る

教員 学生・研究員など

研究室

研究データは出たか？
論文は書けたか？
学会発表は？
・・・・

一般国民

○○条件のデータ
は揃いました！
論文は難航しています。
・・・

研究資金配分機関
（ファンディングエージェンシー）

政府機関（省庁）

研究指導

プロジェクト資金

成果報告

研究開発プログラム
企画・運営

政策・施策立案

政策目的・政策目標

研究開発プログラム評価

プロジェクト評価

信用・信任

行政サービス等

高度人材

新たな知

子女・授業料

国の研究開発評価
P2M

プロジェクト

プログラム

政策

国民の信用

国民の期待
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ツールの認識・理解にギャップ無

知識量の差

教員 学生・研究員等

ツールの定義を共有

アウトプットは出ているか？

アウトカムは？

○○まで出てます

論文引用数が増えました

 話が噛み合わう
 建設的・共創的な議論が進む
 計画通りに進む
 成果がうまれる
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研究室マネジメントをミクロレベルで見る

教員 学生・研究員等

知識量の差

ツールの認識・理解にギャップ有

例：資源・アウトプット・アウトカム・ビジョンの定義

P2M用語の定義の認識・理解の違いによるコミュニケーションのギャップ

アウトプットは出ているか？

アウトカムは？

？

 話が噛み合わない
 建設的な議論が進まない
 計画通りに進まない
 成果がうまれない。。。

ツールの定義 ツールの定義
バラバラ
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研究マネジメントやプログラム・プロジェクトマネジメント(P2M)のツール

ロジックモデル

資源 活動
アウト
プット

短期的
アウトカム

最終ゴール（ビジョン）

中期的
アウトカム

長期的
アウトカム

問題の所在
仮説
戦略

受益者

自己点検・評価 成果の評価

プログラムの提供 プログラムの結果

参考︓吉⽥、⼭本「イノベーションを確実に遂⾏する 実践プログラムマネジメント」⽇刊⼯業新聞社
W.K.Kellog Foundation ロジックモデル策定ガイド（和訳︓農林⽔産奨励会）
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ロジックモデルのイメージを掴む

味噌
豆腐
ネギ
にぼし
鍋

味噌汁
を作る

味薄い？
しょっぱい？
出汁でてる？

美味しい

毎朝の食
卓に登場

実家の味噌汁の味が懐かしい。両親も高齢のため味噌汁を作らなくなった。
故郷の味噌汁の味が失われるかもしれない。味を知って

る自分なら
作れる！

自分の子

自己点検・評価 成果の評価

味噌汁の提供 味噌汁の味や子供の反応

参考︓吉⽥、⼭本「イノベーションを確実に遂⾏する 実践プログラムマネジメント」⽇刊⼯業新聞社
W.K.Kellog Foundation ロジックモデル策定ガイド（和訳︓農林⽔産奨励会）

例：実家の味噌汁の味を再現して自分の子に食べさせるプログラム

味噌汁
子供が味
噌汁を作
れるよう
になる

実家の味噌汁の味を子供達（次世代）へ継承する

外部評価者：両親・兄弟・姉妹など

短期的 中期的 長期的

ビジョン

問題の
所在

資源 活動 アウトプット

仮説

味はちょっと違うなー

味が似てきた！

懐かしい味だ！

受益者
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京都大学で“ロジックモデル”の活用実践例

 2012年に内閣総理大臣決定された「国の研究開発評価に関する大綱的指
針」の考え方を2013年からKURAで試行開始（理論） （1), (2)

 京大の基本理念、中期目標・中期計画（第2期～4期）に基づく研究担当理事所
掌のアクションプラン（学内予算）、指定国立大学構想、研究大学強化促進事業、
125周年記念寄附金等の国費・公費を基に研究力強化に取り組む事業等

 国の標準的な「理論」と学内ファンドの企画・運営・評価・改善の「実践業務
=OJT」を通じ、URAとしての高い専門スキルを身に着けた人材育成とノウハウ
の学内普及

出典(1)：国の研究開発評価に関する大綱的指針（改定案） 総合科学技術・イノベーション会議

出典(2) 柘原岳人「リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備
（研修・教育プログラムの作成）講義教材 9.研究評価対応」、文部科学省、2014

「国の研究開発評価に関する⼤綱的指針（総合科学技術・イノベーション会議）」の考え
⽅を取り⼊れて、企画・運営・評価・改善を⾏う「研究開発プログラム」

KURAの研究開発プログラムの考え方
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https://www.mext.go.jp/content/20220311-mxt_gakjokik-000021205_13.pdf

文部科学省「研究大学強化促進事業」令和3年度フォローアップ

ロジックモデルを活用したKURAプログラム・プロジェクトマネジメント
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❶学内ファンドの設計・運営を通じて❷URA能⼒開発を⼀体的に取組、
❸⼤学全体の研究⼒強化策の企画・⽴案⽀援を⾏う

❶学内ファンド設計・運営 ❷URA能⼒開発
フェーズ❶

フェーズ❷

フェーズ❸

調査・分析

⼩規模・試⾏的制度

プログラム

ロジックモデルの普及

学内ファンドの企画・
運営・評価・改善を
通じた相互研鑽

知識

実践（OJT)

❸⼤学全体の研究⼒強化策の企画・⽴案⽀援

学内研究者のニーズ

社会動向

ロジックモデル

ＵＲＡ能⼒開発
カリキュラム

座学

学内ファンド
（学内公募）

貢献

企画・運営・評価・改善スキル

研究の各フェーズや研究者の年齢層等に応じた効果的な学内ファンドの企画と評価

⾃⼰⾰新

ロジックモデルを活用した研究力強化モデル
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研究力強化モデルから創出されたプロジェクトの価値（例）

創立125周年記念事業
「くすのき・１２５」 【間：AI DA】プログラム

自由な発想で独創的な研究に挑戦する
若手研究者による研究プロジェクト

志の高い若手研究者による
日独の国際共同研究プロジェクト
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最新の「国際統合報告フレームワーク（IR<IR>)」に埋め込まれたロジックモデル

The International <IR> Framework 国際統合報告フレームワーク

 組織（民間、公的、大学等）の長期にわたる価値創造能力をステークホル
ダーへ伝達するフレームワーク

 広範な資本（財務、製造、知的、人的、社会・関係および自然資本）を考慮

ロジックモデル

資本 資本 α

リスク
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The International <IR> Framework 国際統合報告フレームワーク

味噌汁プログラムを「国際統合報告フレームワーク」で考えてみる

味噌汁プログラム
（ロジックモデル）

知的資本（暗黙知・母の隠し味）

製造資本（ガスコンロのインフラ）

人的資本（料理の腕前、意欲）

社会・関係資本（両親・家族・兄弟）

自然資本（畑・土壌、水、海）

（資本）

隠し味の継承

子供が料理をする意欲

両親・兄弟との関係

豊かな土壌や海

（資本）
地球温暖化

海洋プラスチック汚染

洋食化

実家の味噌汁の味を子供達（次世代）へ継承する基本ビジョン

実家の味噌汁の味を子供達へ継承することを通じて、自然豊かな土壌や海洋
資源を保全しつつ、家族や両親・兄弟・姉妹の良い関係性を構築する

拡張ビジョン

基本

リスク
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ロジックモデルを共通ツールの一つとして、
身近な人から遠く離れた人とも共創的に、

新たな価値を社会へ提供できる人物を目指

して自己研鑽と相互研鑽に励みましょう！

まとめ


